
経済産業省では、中小企業の省エネ推進を目的として、省エネ支援機関と連携し、中小企業の省エネ
診断活用の促進を図っています。

介護・福祉施設、病院・医療施設の省エネ促進について

省エネ診断とは？
省エネの専門家が施設のエネルギー使用状況を調査・分析し、省エネ対策を提案するサービスです。
改善提案は、投資が必要な提案以外に、運用方法等を見直し・改善を図ることで省エネが図られる運用改善
に関する提案もいたします。

関東経済産業局 省エネルギー対策課

省エネ診断受診のメリット

（出典）一般財団法人省エネルギーセンター「省エネ最適化診断」パンフレット



介護施設A
（従業員数：約20名、入居者数約100名）

【運用改善】
①空調設備の外気導入量の適正化
②空調設備の設定温度の適正化

  ③空調設備の冷水設定温度の適正化
④デマンド監視装置の有効活用

①～④の改善で、年間2,719千円の削減

【設備投資】
⑤ヒートポンプ空調機へ更新
⑥衛生設備への雨水活用
⑦照明の間引きとLED化、高効率照明への更新
⑧高効率変圧器の更新

⑤～⑧の改善で、年間7,063千円の削減

病院B
（従業員数：約180名）

【運用改善】
①空調設備の設定温度の適正化
②業務用冷蔵庫の詰め込みすぎ改善
③窓際における照明の消灯
④不要時の便座保温停止

①～④の改善で、年間544千円の削減

【設備投資】
⑤換気ファンのインバータ導入
⑥高効率照明への更新

 ⑤⑥の改善で、年間920千円の削減

介護施設、病院での削減提案例

（出典）一般財団法人省エネルギーセンター「省エネ・節電ポータルサイト」

介護施設C
（平均利用者数：約110名/日）

【運用改善】
①給湯ボイラの給湯温度の適正化

  ②給湯ボイラの空気比の適正化
③空調設備の設定温度の適正化
④空調設備の燃料空気比改善
⑤照明の間引き（自然光の利用）

①～⑤の改善で、年間1,147千円の削減

【設備投資】
⑥高効率空調機への更新
⑦高効率照明への更新

⑥⑦の改善で、年間1,793千円の削減

病院D
（利用者数：平日320名）

【運用改善】
①中間期に冷温水発生器の停止時間拡大
②サーバ室空調設定温度の適正化
③温水利用のない時間帯のボイラ運転停止
④パソコンの待機電力削減
⑤省エネ自動販売機への更新

①～⑤の改善で、年間825千円の削減

【設備投資】
⑥冷温水ポンプにインバータの導入
⑦高効率照明への更新

⑥⑦の改善で、年間634千円の削減



介護施設E
（利用者数：約300名）

【運用改善】
①空調設備の設定温度の適正化
②空調設備の外気導入量の低減
③給湯用ボイラの運転時間短縮
④デマンド監視装置の有効活用

①～④の改善で、年間3,419千円の削減

【設備投資】
⑤送風ファンへのインバータ導入
⑥ポンプへのインバータ導入
⑦高効率照明への更新
⑧変圧器の統合

⑤～⑧の改善で、年間3,561千円の削減

病院F
（入院及び外来患者数：約360名/日）

【運用改善】
①空調設備の外気導入量の低減
②空調設備の空気比の適正化
③全熱交換型換気扇の運転モードの改善
④電気室・機械室の換気設定温度見直し

①～④の改善で、年間5,013千円の削減

【設備投資】
⑤ボイラ室の蒸気バルブ等の保温
⑥デマンド監視制御装置の導入
⑦受電設備の統合
⑧高効率照明への更新

⑤～⑧の改善で、年間2,514千円の削減

介護施設、病院での削減提案例

16.016.4

（出典）一般財団法人省エネルギーセンター「ビルの省エネルギーガイドブック2025」

※一般財団法人省エネセンターが実施する省エネ最適化診断（2020～2024年度）では、
介護・福祉施設で平均16.4%、病院・医療施設で平均16.0%の削減提案が示されています。

（出典）一般財団法人省エネルギーセンター「省エネ・節電ポータルサイト」

【省エネ診断のお申込みはこちらから】 https://www.shoeneshindan.jp/guide/
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